
令和4年度

中区民利用施設スタンプラリー
実施報告

令和５年１月11日
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スタンプラリー概要

■ 趣旨

中区民利用施設の利用促進のためのＰＲと、施設間連携

及び市民の健康増進を目的に実施

■ 実施期間

令和４年１０月１５日（土）～１１月３０日（水）

■ 実施方法

（１）実施施設及び中区内鉄道駅で「中区民利用施設スタンプラリー用紙」を入手

（２）設定された３コース（観光コース７施設・健脚コース7施設・筋活コース9施設）の

いずれかのコース内すべての施設を巡って、スタンプを集める。

（３）スタンプを集めたコース内の景品交換施設で、アンケートに答えて「コース賞」と

「Ｗチャンス賞」の応募用紙をもらう。

（４） ３コースすべてのスタンプを集めた方（23施設分）は、なか区民活動センターで

「コンプリート賞」がもらえ、さらに抽選で景品が当たる

■ テーマ・対象者

「いこう！まわろう！あつめよう！中区民利用施設！」
対象：全年代（主に小学校低学年の親子）
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■ スタンプラリー用紙及びスタンプ設置施設
中区の区民利用施設23か所
地区センター３、コミュニティハウス６、ケアプラザ６、上台集会所、

老人福祉センター麦田清風荘、ログハウス、中図書館、地域子育て

支援拠点のんびりんこ、 中区福祉保健活動拠点なかふく、 なか

国際ラウンジ、なか区民活動センター

※中スポーツセンター、開港記念会館は改装工事のため休館中

■ ラリー用紙の形状
サイズ：Ａ５（Ａ３の四つ折り）
内 容：スタンプ欄・施設地図・観光スポット・Wチャンス賞協賛企業紹介・全体地図

■ 景品
（１）コース賞（各500個）：観光コース（７施設） ➡ 景品：ボールペン

健脚コース（７施設） ➡ 景品：Ａ５クリアファイル
筋活コース（９施設） ➡ 景品：Ａ５ノート

（２）Wチャンス賞 ：木製カトラリー、抽選で各種景品

■ 広報
広報よこはま中区版11月号掲載、タウンニュース中区・西区版〇月〇日号掲載、
マリンFM地域情報コーナー「中ナビ」11月９日出演、なか区民活動センター情報誌
ぽぽら９・10月号、11・12月号及びホームページに掲載、
各区民利用施設へポスター掲示 等 3

スタンプラリー概要



9/30 説明会

9/30 配布物仕分け作業

６/13
第1回
企画会議

5/2
企画委員
募集開始

7/14
第2回
企画会議

9/30
施設向け説明会
配布物仕分け作業

10/15～11/30
スタンプラリー

12/16
Wチャンス賞

締切

1/11
第3回企画会議

報告

6/13 企画会議
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R5年1月
Wチャンス賞
景品発送

進行

■区民利用施設担当者から企画委員（6名）を募り、企画委員会で実施内容を決定

■第1回中区民利用
施設ネットワーク会
議(9/30)と併せ
てスタンプラリー説
明会と配布物の仕
分けを実施



■ マリンFM

（１１月９日出演）

■ ポスターの掲出（各区民利用施設）■ 記者発表（10月13日）

「中ナビ 区政情報」コーナー
で、インタビュー形式による開
催中のスタンプラリーを紹介
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■ タウンニュース横浜

（10月20日号掲載）

■ 広報よこはま中区版 11月号掲載

電子版より→
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広報

↑

過
去
の
参
加
者
が
広
報
よ
こ
は
ま
で

ス
タ
ン
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ラ
リ
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を
お
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す
め



■ なか区民活動センター情報誌へ掲載

（なかぽぽら９・10月号、１１・12月号）
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↑なかぽぽら９・１０月号 ↑なかぽぽら11・12月号

広報

・なか区民活動センター職員が実際に

参加して、おすすめのモデルコースを紹介

・景品のすべての中身を特別に公開



【配布状況】

■ラリー用紙は6,000枚作成

■各区民利用施設へ100～150枚配布

■小学校へ約2,500枚配布

■区内の駅PRボックスへ約300枚配布

（PRボックスへは期間中に追加配布）

【掲載情報のポイント】

■区民利用施設の特色をコメントで紹介

■各コースの特徴を紹介

■代表的な観光スポットを地図に明記

■Wチャンス賞提供の協賛企業の紹介
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スタンプラリー用紙



３ｃｍ

スタンプ

■スタンプは例年と同
じものを使用
（一部、劣化したもの
を更新）
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各種景品

■コース賞
各コースでスタンプを集めると
コースごとに景品がもらえる

・観光コース（７カ所）
・健脚コース（７カ所）
・筋活コース（９カ所）

クリアファイル

ボールペン

ノート

■コンプリート賞
各コース（観光・健脚・筋活
コース）の全ての施設を回り
スタンプを集めるともらえる

■Wチャンス賞
・コース賞の景品とともにWチャンス賞の応
募用紙がもらえる。
･応募は用紙の専用はがき（切手を貼付）ま
たは二次元コードからインターネットで応
募。

３コース
全ての
コースを
回ると
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景品【コース賞 景品セット】

■コース賞の内容

●コース賞
（写真は観光コースの景品ボールペン）

●マスクケース
GUNDAM FACTORY YOKOHAMAオリジナル

●Wチャンス賞応募用紙

●てくてくウォークガイドブック

●チラシ・ティッシュ（自治会町内会）

自治会町内会
加入促進用の
袋に封入
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■令和３年度景品（マスキングテープ）のイ
ラストを取り入れた、オリジナルデザイ
ンの文房具（ボールペン、A5クリアファ
イル、 A5ノート）を作成。

■イラストは、中区の名所10か所と中区
マスコットキャラクター「スウィンギー」、
中区の花「チューリップ」。

景品【コース賞 オリジナル文具各種】

Ａ５ノート
筋活コース景品

Ａ５クリアファイル
健脚コース景品

ボールペン
観光コース景品



13

景品【コンプリート賞】

■抽選はタブレットで無料アプリ
のガチャガチャを使用

② さらに抽選で各種景品をプレゼント

（過去のスタンプラリー景品の残り等）

各コース（観光・健脚・筋活コース）の全ての
施設を回りスタンプを集めた方へプレゼント

① 木製カトラリーセット

木製カトラリーセット

【景品内容】

・スリムボトル ・クッション

・ミニLEDライト ・ミニ保冷バッグ

・ディズニーコップ ・メモ帳

・フロシキ ・双眼鏡

・舟形トートバッグ

・自転車用前かごバッグ

・折り畳み反射板付きトートバッグ
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景品【 Wチャンス賞】

※色は選べません

©創通・サンライズ

※使用期限2023年3月31日 ※引換は中華街３店舗
※引換期限2023年6月30日

※引換期限2023年3月31日

協 賛

■ （株）キタムラ、GUNSAM FACTORY YOKOHAMA、（株）江戸清、(有)喜月堂、

横浜市交通局の５社から協賛を受け、Wチャンス賞の景品を提供していただいた



■ 応募は郵送と「横浜市電子申請シス

テム（インターネット）」で受付。

■ 施設での応募用紙の直接受取は不可

■ アンケート【設問１】【設問２】を設定し、

ご意見・ご感想欄を設けた。

【設問１】最も興味のあるジャンル

【設問２】スタンプラリーを何で知ったか
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Wチャンス賞応募用紙

すべての応募用紙のハガキ部分に
異なる「シリアルナンバー」を印刷
・インターネット応募の際に入力
・重複応募防止用

■ Wチャンス賞の応募用紙を
コース賞の景品に同封



駅のPRボックスへのラリー用紙配架（開催期間中に複数回追加）
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【配架した駅】
JR
桜木町駅
関内駅
石川町駅
山手駅

市営地下鉄
関内駅（2か所）
伊勢佐木長者町駅
阪東橋駅

京浜急行
日ノ出町駅

開催状況

■PRボックスは1か所につき20枚上限 ■追加配布は約４回で前半は無くなるのが早かった
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■スタンプ押印場所に
設置したもの

開催状況

■施設内に掲示したポスター

イベントポスター

スタンプ台誘導目印

景品交換施設案内
（景品交換施設のみ掲示）

・スタンプ
・スタンプラリー用紙
・スタンプ台
・マット
・押印箇所の案内
・ポスター等



■スタンプラリー実施の様子
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開催状況

親子での参加多数

タブレットによるガ
チャガチャでの抽選は
参加者のみならず、

センター職員も
共に盛り
上がった

■タブレットでの
コンプリート賞抽選の様子



■性別、年代、お住まい、感想、初めて行っ
た施設は？の設問に回答

■コース内のスタンプを全て集めた参加者
が記入し、アンケート提出で景品を交換

■初めて行く施設に○を付けてもらい、事
業の効果検証の項目とした

■各コースごとにアンケート用紙を作成
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アンケート【コース賞引換用】

■筋活コース■観光コース ■健脚コース
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【設問１】区民利用施設で受けてみたい講座や、チャレンジしてみたいことはありますか？
最も興味のあるジャンルを１つ選んで番号をご記入ください。

① 音楽 ② 美術 ③ 手工芸 ④ 文学・歴史 ⑤ スポーツ・体操

⑥ IT ⑦ 実用・娯楽 ⑧ 多文化共生 ⑨ ボランティア・社会活動

⑩ その他（具体的な内容を記入）

【設問２】今回のスタンプラリーを何で知りましたか？

いずれか１つ選んでご記入ください。

① 広報よこはま ② ポスター

③ 知人に聞いて

④ スタンプラリー用紙を入手して（入手先を記入）

⑤ その他（具体的な内容を記入）

アンケート【Wチャンス賞】
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集計報告
～コース賞～

■アンケート【コース賞】



コース賞：交換総数

コース賞交換総数

1,180個

22

＜内訳＞

観光コース ４２４個
健脚コース ３２６個
筋活コース ４３０個



2019度
景品交換793個

2021度
景品交換1258個

■昨年度より１０才未満の参加は減ったが、６０代以上の参加が増加した
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～９才

21%

10代

4%

20代

2%

30代

9%

40代

16%

50代

15%

60代

16%

70代

14%

80代以上

3%

2022度
景品交換1180個

●60代以上の参加が全体の１/３

コース賞：景品交換過去推移～



104

108

111

101

119

73

134

111

61

56

30

39

16

73

44

なか区民活動センター

地域子育て支援拠点のんびりんこ

中区社会福祉保健活動拠点（なかふく）

横浜吉田中学校ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ

麦田地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ

山元小学校ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽﾞ

仲尾台中学校ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ

新山下地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ

上台集会所

中本牧ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ

本牧原地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ

大鳥中学校ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ

中図書館

本牧和田地域ｹｱﾌﾟﾗｻﾞ

本牧中学校ｺﾐｭﾆﾃｨﾊｳｽ

景品交換数（施設別）
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観光コース

35.9%

424個

健脚コース

27.6%

326個

筋活コース

36.4%

430個

景品交換数（コース別）

景品交換数～コース・施設別～

●コース内の端の施設での景品交換が多かった ■健脚コースの参加が一番少なかった
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初めて行った施設

●中図書館以外の全ての施設で、初めて行った人数が増加（前年度比）
●スタプラリー参加者の多数が、中区民施設を知らなかった



●女性が男性よりも多く
全体の約60％

●親子での参加が多い
６０代以上の参加は
全体の１/３

コース賞：アンケート結果①
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男

478

41%
女

700

59%

無回答 ２

0.2%

無回答

2%

中区

78%

中区以外

の市内

17%

市外

3%

～９才

21%
10代

4%

20代

2%

30代

9%

40代

16%

50代

15%

60代

16%

70代

14%

80代以上

3%

性別 年齢別 住まい

●8割が中区在住
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コース賞：アンケート結果②

●6割以上の方が「楽しかった」

●その他（抜粋）

・暑い季節でなかったので良かった。

年寄り向けのコースを設けて下さっ

たので９４才の母と回れて感謝して

います

・もう少し地図が細かいとありがた

かったです

・秋晴れの中、楽しく歩きました

・引っ越したばかりなので、地域を知

ることができた。

・中区のイメージが変わった

・14,000歩、2時間15分

●1,181件中の回答件数（複数回答あり）
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集計報告
～Wチャンス賞～



応募総数 897件
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Wチャンス賞：応募総数

＜内訳＞電子申請 724件（約81％）
はがき 173件（約19％）

●コース賞交換総数1,180件のうち、76%がWチャンス賞へ応募



A賞

24.4%

B賞

26.0%

C賞

25.5％

D賞

17.3％

E賞

6.8%

A賞 キタムラトートバッグ＆マスクケース（３名様）

B賞 GUNDAM FACTORY YOKOHAMA入場券（10名様）

C賞 江戸清 ブタまん２個セット引換券（10名様）

D賞 喜月堂 花チューリップ桃山＆最中各３個セット引換券（10名様）

E賞 横浜市交通局みなとぶらりチケット（10名様）
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Wチャンス賞：応募結果

● A～C賞への応募はほぼ同数となった。
● 10歳未満の応募者が一番多く、全体の約２０％

希望賞品内訳



スポーツ･体操

32%

音楽

16%手工芸

14%

文学･歴史

10%

実用・娯楽

8%

IT 

6%

美術 5%

ボランティア･

社会活動 4%

多文化共生

3% その他 2%

設問１：施設で受けてみたい講座やチャレンジしたいことは？
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Wチャンス賞：アンケート結果①

● スポーツ・体操と回答した人が約

32％と最も多く、特に10代未満の年

代からの回答が多かった。

● 手工芸は、回答の約９０％が女性。

● その他意見では、シニア劇団、子育

て教室、認知症トレーニングなど。
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Wチャンス賞：アンケート結果②

スタンプラリー用紙を

入手して

41%

広報よこはま

20%

知人に聞いて

19%

ポスター

13%

その他

7%

設問2：今回のスタンプラリーを何で知りましたか？

● スタンプラリー用紙の主な入手先

・区民利用施設 216人

・学校等 107人

・駅PRボックス 32人

● その他

・インターネット、SNS、ツイッター 18人
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Wチャンス賞：アンケート結果③

ご意見・ご感想（回答あり 634件/Wチャンス賞応募897件）
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コンプリート感想

●「頑張ってね」「今日はスタンプラリー日和

ですね」など、各会場で温かい言葉をかけ

てもらい、歩くのがますます楽しくなりました。

中区らしいボールペンやノート、ファイルもと

ても素敵です

●多くの施設がある事が認識できました。

本牧原のケアプラザを訪れた時、おまつりを

開催しており、多くの方により活動が行われ

ている事を改めて知りました

●オリジナルの景品がとても可愛くて頑張っ

てみました。

●健脚コースは坂道で大変でしたが、根岸

公園や高台からの眺めを楽しむことができま

した
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Wチャンス賞：感想抜粋

●コミュニティハウスは入ったことがなかったの

で、今回何か所も見ることができ今後活動

に参加してみたいと思いました。

●すごくつかれたけど、かぞくといっしょにいろ

んなところにいけてたのしかったです。

●毎日ウォーキングしていますが、今回スタ

ンプラリーで新しい道、新しい景色の新発

見が沢山ありました。

●家族でスタンプラリーに参加しました。こど

もがうまれてからいろいろな施設にいくことが

増えましたが、今回初めていく施設もたくさ

んあり、とても楽しかったです。
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